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学位論文の要旨 

【背景】 

慢性腰痛患者の筋活動の特徴として，立位体前屈時に脊柱起立筋の適切な弛緩が起こらない

ことや，体幹屈曲位から伸展させる時に脊柱起立筋の活動が増加，もしくは減少することが

報告されている．また，慢性腰痛患者においては，活動させるべき筋を時系列に変動させる

ことができず，筋活動分布の変動性が低下していることも報告されている．一方で，慢性腰

痛患者の疼痛や能力障害には，心理的因子や身体知覚異常などの多角的な因子が関連するこ

とが報告されている．しかし，これらの疼痛関連因子と筋活動異常がどのように複合的に関

連しているかは明らかにされておらず，経時的関連性についても明らかにされていない．  

 

【目的】 

本研究の目的は，慢性腰痛患者の筋活動異常および疼痛関連因子の複合的な関連性と経時的

関連性について明らかにすることである． 

 

【方法】 

慢性腰痛患者 24名を対象に，疼痛関連因子の評価として質問紙を用いて，疼痛強度，心理的

因子，身体知覚異常，中枢性感作症候群，能力障害を評価した．筋活動の測定は，片側 4 チ

ャネルのシート型表面筋電図を両側の脊柱起立筋に貼付し，立位体前屈課題 3 試行時の筋活



 

 

動を記録した．立位体前屈課題は，立位相，屈曲相，完全屈曲相，伸展相に区分し，全チャネ

ルを平均した各動作相の筋活動量を算出し，屈曲弛緩比率を算出した．また，動作中におけ

る筋活動分布の変動性を算出した．各変数は等頻度区間法で「高値」・「低値」の 2 群に分類

し，アソシエーションルール分析を用いて，筋活動異常と疼痛関連因子の能力障害に対する

影響度を算出した．加えて，複合的な関連性を検証するために，筋活動異常と疼痛関連因子

が組み合わさることによる能力障害に対する影響度の変化を算出した．また，慢性腰痛患者

1 名を対象に，疼痛関連因子および筋活動を経時的に測定し，クロスラグ相関分析を用いて

疼痛関連因子と筋活動（屈曲弛緩比率，完全屈曲相筋活動，伸展相筋活動）の経時的関連性

を検証した． 

 

【結果】 

アソシエーションルール分析の結果，慢性腰痛患者の重度能力障害関連ルールは，「屈曲弛緩

比率低値関連ルール」，「抑うつ高値関連ルール」，「運動恐怖高値関連ルール」，「中枢性感作

症候群高値関連ルール」，「破局的思考高値関連ルール」の 5 つの関連ルールに分類された．

また，屈曲弛緩比率，筋活動分布変動性が疼痛関連因子と組み合わさることで，筋活動異常

（屈曲弛緩比率低下，筋変動分布変動性低下）と能力障害の関連性の増大を認めた．クロス

ラグ相関分析の結果では，屈曲弛緩比率の増加と身体知覚異常の改善が同時期に関連し，伸

展相筋活動の減少と痛み，心理的因子，能力障害の改善が同時期に関連することがわかった． 

 

【結論】 

屈曲弛緩比率や筋活動分布の変動性が疼痛関連因子と組み合わさると，能力障害との関連性

が強くなるという複合的な関連性を示した．また，1症例での経時的な関連性では，筋活動異

常と疼痛関連因子が同時期に関連し，伸展相筋活動が能力障害と同時期に関連性を示した．

これらの結果は，慢性腰痛患者の能力障害に対して，疼痛関連因子および筋活動異常を含め

て包括的に介入することの重要性を示唆した． 


